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―
3
月
13
日
に
合
同
で
開
催
し
、
情
勢

報
告
・
分
析
を
議
論
し
て
素
案
を
深
め
ま

し
た
。
―

5
月
連
休
明
け
に
、
総
会
議
案
を
各
単

会
に
送
付
し
ま
す
。

活
動
の
基
調
（
素
案
）
は
、
左
記
の
と

お
り
で
す
。

１　

安
倍
政
権
の
「
戦
争
の
で
き
る
国
づ

く
り
」
路
線
に
反
対
し
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
・
自
衛
隊
海
外
派
兵
に
反

対
す
る
。
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を

求
め
る
。
憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
、「
戦

争
を
さ
せ
な
い
1
0
0
0
人
委
員
会
」

（
各
地
で
）
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

２　

政
治
的
変
革
を
求
め
、
2
0
1
5

年
の
統
一
地
方
選
挙
を
中
心
に
当
面

す
る
自
治
体
首
長
・
議
員
選
挙
に
お

い
て
は
推
薦
候
補
者
の
当
選
を
め
ざ

し
て
と
り
く
む
。

3　

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
、
普
天

間
基
地
撤
去
・
海
外
移
設
の
闘
い
に

と
り
く
む
。

４　

原
発
の
再
稼
働
に
反
対
し
、
脱
原

発
社
会
を
め
ざ
す
。

５　

東
日
本
大
震
災
「
被
災
者
」、
原

発
震
災
「
被
災
・
被
害
者
」
へ
の
生

活
保
障
・
賠
償
を
早
期
に
行
わ
せ
る
。

６　

教
育
再
生
実
行
会
議
の
「
教
育
改

革
」
に
反
対
す
る
。

７　

年
金
・
医
療
・
介
護
等
の
社
会
保
障

制
度
や
税
制
改
善
を
求
め
る
。
退
連
・

地
公
退
と
共
に
運
動
に
と
り
く
む
。

８　

安
倍
政
権
「
3
本
の
矢
」
政
策
や

T
P
P
参
加
が
私
た
ち
の
生
活
を
脅

か
す
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

格
差
社
会
の
是
正
に
と
り
く
む
。

９　
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
を
支

持
し
、
国
際
交
流
、
連
帯
活
動
を
す

す
め
る
。

10　

会
員
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
、
生

き
が
い
を
求
め
る
活
動
を
す
す
め

る
。
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3月21日、仙台は大雪でした。「卒業祝賀会」
の冒頭、日退教の西澤会長と前野宮城退教会
長、酒井事務局長は、子ども・保護者が見守
る中、玄唯哲（ヒョン・ユチョル）校長に激
励カンパを手交しました。
東北初中高級朝鮮学校は、東北大震災の際に、
学校を解放し教職員一丸になって地域住民の
救援・援助にあたりました。しかし、校舎も
大きな被害を受けていたため建直しになり、
取り壊しの費用補助は仙台市から出たものの、
いざ建築になったら補助金が打ち切られまし
た。訪れた時にはまだ更地、子どもたちは寄
宿舎を改造して勉強していました。こうした
中、教職員・保護者から日退教会員への熱い
連帯へのお礼が口々に述べられました。カン
パをして下さった多くの会員の皆様に心より
感謝いたします。

災
害
を
乗
り
越
え
連
帯
を
！

東
北
初
中
高
級
朝
鮮
学
校（
仙
台
市
）に
激
励
カ
ン
パ

〒 101
　 ‐
　0003

日退教ホームページ
「日退教」と漢字で入力するだけで簡単に検
索できます。
各単会の情報も掲載していますので、発行し
たら日退教に1部郵送して下さい。

今後の東アジア海外研修旅行 

　2014年から4年間、東アジア研修旅行を実施します。
　今年度から、期間をほぼ半分に短縮して参加しやす
くしますので、是非、会員の皆様は、家族・友人と一
緒に参加してみませんか。日退教ならでの特別企画です。
　なお、今年度の「3つの世界遺産」の旅（詳細）に
ついては、次号（351号）と総会時にお知らせします。

2014年10月下旬（4泊5日）
― 交流と3つの世界遺産を巡る旅 ―
　西安、洛陽、少林寺、伝統芸術の鑑賞

2015年10月8日前後（3泊4日）
― 朝鮮に対する日本の侵略を学ぶ旅 ―
　独立記念館、閔妃墓参、浅川巧共同墓地、安重根記
念館、西大門刑務所、景福宮、タプコル公園、ナヌム
の家（日本軍「慰安婦」歴史館）、伝統芸能の鑑賞

2016年10月下旬（3泊4日）
― 辺境の地の世界遺産を巡る旅 ―
　敦煌、莫高窟、日牙泉、鳴沙山、石包城、城堡遺址

2017年10月上旬（4泊5日）
― 中国に対する日本の侵略を学ぶ旅 ―
　南京虐殺記念館、盧溝橋戦争記念館、瀋陽9.18歴史
博物館、ハルビン731部隊展示館、安重根記念館（ハ
ルビン駅に2013年末完成）
上海・南京・北京・瀋陽間は国内航空機を利用する予定。

玄唯哲校長と西澤清会長 小学校の卒業生
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基
礎
編

「
経
済
の
す
べ
て
」
を
動
か
す
の
は
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

デ
フ
レ
で
は
、「
カ
ネ
」
の
動
き
が
止
ま

り
、商
品
が
過
剰
に
な
り
在
庫
が
増
え
ま
す
。

作
っ
て
も
売
れ
な
い
か
ら
企
業
の
生
産
は
遅

退
し
ま
す
。

デ
フ
レ
を
回
復
す
る
王
道
は
内
需
拡
大
で

す
。G
D
P
の
60
％
は
個
人
消
費
で
す
。人
々

が
「
カ
ネ
」
を
多
く
使
え
ば
景
気
が
良
い
。

商
品
の
売
れ
行
き
が
良
く
、
企
業
は
設
備
投

資
を
し
て
さ
ら
に
生
産
を
拡
大
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
そ
の
要
と
な
る
労
働
者
の
雇

用
の
安
定
、
賃
金
の
引
き
上
げ
と
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
高
齢
者
生
活
を
と
私
た
ち
は
主
張

し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
カ
ネ
」
を
ふ
ん
だ
ん

に
市
場
に
放
出
す
れ
ば
（
銀
行
に
渡
せ
ば
）

内
需
は
拡
大
す
る
と
い
う
の
が
安
倍
政
権
の

考
え
で
す
。「
大
規
模
な
金
融
緩
和
」
で
企

業
に
「
カ
ネ
」
が
回
れ
ば
、
設
備
投
資
が
増

え
、
企
業
活
動
が
活
発
に
な
り
経
済
が
成
長

し
、
ま
ず
株
主
な
ど
富
裕
層
に
金
が
行
き
、

そ
れ
が
次
第
に
浸
透
し
労
働
者
の
賃
金
が
上

が
る
と
い
う「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」論
に
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
第
1
次
安
倍
内
閣
で
は 

「
上
げ
潮
路
線
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

大
震
災
津
波
の
後
で
都
合
が
悪
く
な
っ
て
入

れ
替
え
た
の
で
す
か
ね
ぇ
。
今

度
は
「
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
し
た

た
り
落
ち
る
」
で
す
か
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
は
何
か

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
は
、
マ
ス

コ
ミ
が
「
レ
イ
ガ
ノ
ミ
ク
ス
」

に
ち
な
ん
で
つ
け
た
名
称
で
安

倍
政
権
の
経
済
政
策
を
言
い
ま

す
。
前
述
の
よ
う
に
金
融
・
財

政
政
策
で
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す

る
と
い
う
こ
と
が
基
本
で
無
理

矢
理
消
費
者
に
「
カ
ネ
」
を
使

わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

従
来
1
％
だ
っ
た
イ
ン
フ
レ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
2
％
と
し
、
そ

れ
を
達
成
す
る
ま
で
、
金
融
緩

和
を
す
る
も
の
で
、「
イ
ン
フ

レ
や
増
税
に
な
る
前
に
モ
ノ
を

買
お
う
」
な
ど
と
人
々
の｢

心

理
的
期
待
感｣

を
煽
り
、｢

カ
ネ

｣

を
使
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

マ
ス
コ
ミ
は
、
こ
の
手
法
を

三
本
の
矢
に
例
え
、
第
1
の
矢

を
「
大
胆
な
金
融
政
策
」、
第

2
の
矢
「
機
動
的
な
財
政
政
策

（
公
共
投
資
の
拡
大
）」、
第
3

の
矢
「
成
長
政
策
」
と
し
て
い

ま
す
。

政
府
の
言
い
な
り
の

日
銀
の
危
う
さ

日
銀
は
、政
府
が
5
、5

 
0
 0 

万
円
を
出
資
し
て
い
る
資
本
金

1
億
円
の
独
立
し
た
法
人
で

す
。
そ
も
そ
も
日
銀
は
、
明
治

政
府
が
戊
辰
戦
争
で
戦
費
調
達

の
た
め
に
、「
太
政
官
札
・
不

換
紙
幣
」
を
や
み
く
も
に
発
行

し
40
％
も
の
イ
ン
フ
レ
を
招
い

た
こ
と
か
ら
、
政
府
が
勝
手
に

「
カ
ネ
」
を
発
行
で
き
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
1
8
8
2
年

に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
で

す
か
ら
日
銀
の
任
務
は
「
物
価

の
安
定
」
と
「
金
融
シ
ス
テ

ム
の
安
定
」
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
安
倍
首
相
は
、
銀
行
法
を

改
正
し
「
政
府
の
介
入
を
強
め

る
」
と
脅
し
、
政
府
の
言
い
な

り
に
さ
せ
、
人
事
で
黒
田
総
裁

を
据
え
、
大
幅
な
財
政
出
動

2
7
0
兆
円
（
14
年
末
ま
で
）

と
、
今
後
さ
ら
に
追
加
す
る
と

い
う
金
融
緩
和
を
さ
せ
ま
し

た
。

円
安
の
正
体
・
輸
入
「
モ
ノ
」

の
値
上
が
り
生
活
を
直
撃

多
量
の
円
が
市
場
に
出
回
れ

ば
円
は
安
く
な
り
ま
す
。
も
と

も
と
円
高
は
、
日
本
経
済
の
成

長
よ
り
も
欧
米
よ
り
「
比
較
的

安
全
」
と
し
て
、
投
機
家
が
円

を
買
い
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
生

じ
た
も
の
で
、
若
干
の
景
気
回

復
は
安
倍
政
権
の
政
策
と
い
う

よ
り
、
欧
州
の
ユ
ー
ロ
危
機
か

ら
の
一
時
的
安
定
や
ア
メ
リ
カ

の
景
気
回
復
・
財
政
の
若
干
の

安
定
か
ら
来
て
い
る
と
い
え
ま

す
。そ

の
証
拠
に
3
月
19
日
発
言

で
は
、
日
本
の
貿
易
赤
字
は
30

カ
月
連
続
で
、8
、3
0
0
億
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自

動
車
な
ど
輸
出
産
業
は
、
海
外

に
生
産
拠
点
を
移
し
て
い
る
上

に
円
安
差
益
で
「
モ
ノ
」
の
販

売
数
が
増
え
な
く
て
も「
カ
ネ
」

は
増
え
て
お
り
、輸
入
産
業
は
、

原
材
料
や
中
間
製
造
物
の
数
が

増
え
な
く
て
も
「
カ
ネ
」
は
多

く
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

労
働
者
の
賃
金
は上

が
ら
な
い

賃
金
は
、
労
働
力
の
対
価
と

し
て
支
払
わ
れ
、
食
費
・
住
居

費
な
ど
の
労
働
力
の
復
元
費
、

読
書
や
音
楽
を
聴
く
な
ど
労
働

力
の
質
を
高
め
る
研
修
費
、
労

働
力
を
子
孫
に
伝
え
て
行
く
維

持
費
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
も
の

で
、
人
権
の
一
部
に
含
ま
れ
る

安
倍
首
相
や
「
お
友
達
内
閣
」
の
失
言
や
妄
言
が
重
な
っ
て
も
、
安
倍

政
権
の
支
持
率
は
高
い
ま
ま
で
す
。
不
思
議
な
現
象
で
す
。
マ
ス
コ
ミ
な

ど
に
よ
れ
ば
、
安
倍
政
権
の
経
済
政
策
（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
が
「
目
く
ら

ま
し
」
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

働く者を苦しめるアベノミクスとは何か
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債
を
買
っ
て
「
利
鞘
」
を
稼
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
13
年
12
月

末
の
国
債
残
高
は
9
8
5
兆
円

と
過
去
最
大
を
更
新
し
て
い
ま

す
。
こ
の
内
、
海
外
投
資
家
は

82
兆
円
で
す
が
、「
際
限
な
い

財
政
出
動
」
を
国
内
で
引
き
受

け
る
余
力
の
な
い
場
合
は
、
外

国
人
投
資
家
を
頼
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
海
外
投
資

円
と
20
カ
月
連
続
で
前
年
を
下

回
り
ま
し
た
。

危
な
い
国
債
の
値
下
が
り
・
利

上
げ
、
デ
フ
ォ
ル
ト
へ
の
不
安

日
銀
か
ら
市
中
銀
行
へ
の
融

資
を
増
や
し
て
も
、
市
中
銀
行

は
企
業
の
業
績
が
拡
大
し
て
い

な
け
れ
ば
融
資
の
先
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
場
合
、
銀
行
は
国

部
留
保
は
増
え
る
も
の
の
賃
金

は
減
ら
さ
れ
ま
す
。
財
務
省
に

よ
れ
ば
企
業
の
内
部
留
保
は

3
0
4
兆
円
（
除
・
金
融
・
保

険
業 

13
年
3
月
末
）
で
現
預

金
だ
け
で
2
0
2
兆
円
（
13
年

6
月
末
）
が
蓄
積
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
で
14
年
1
月
の
労
働

者
の
基
本
賃
金
は
前
年
同
月
比

0
・
2
％
減
の
23
万
8
4
3
6

大
津
の
駅
を
降
り
る
と
、
冷

た
い
風
が
吹
き
、
雲
は
厚
く
天

候
は
一
変
し
た
。
日
教
組
教
研

集
会
は
天
候
に
恵
ま
れ
な
い
。

明
日
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
1
月

23
日
、
久
々
に
教
研
部
長
会
議

を
傍
聴
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
38

年
ぶ
り
の
滋
賀
集
会
。
琵
琶
湖

を
挟
ん
で
の
会
場
確
保
、
船
、

バ
ス
、
鉄
道
と
参
加
者
の
移
動

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
は
大
変
だ
っ

た
ろ
う
。
ま
し
て
直
前
に
西
武

系
の
交
通
機
関
か
ら
非
協

力
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た

と
の
こ
と
、
東
京
教
研
の

し
っ
ぺ
返
し
の
つ
も
り
だ

ろ
う
が
大
人
げ
な
い
。

全
体
集
会
は
快
晴
。
滋

賀
県
体
育
会
館
は
朝
か
ら

満
席
で
熱
気
に
溢
れ
て
い

る
。
こ
の
雰
囲
気
は
昔
と

変
わ
ら
な
い
。
不
登
校
の
子
ど

も
た
ち
が
結
成
し
た
バ
ン
ド

「
ス
リ
ー
ビ
ン
ズ
」
の
リ
ズ
ム

で
始
ま
っ
た
集
会
、
基
調
報

告
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に

お
け
る
次
世
代
育
成
ビ
ジ
ョ

ン
転
換
の
課
題
」（
リ
ヒ
テ
ル

ズ
直
子
さ
ん
）
だ
。
内
容
は
、

1
9
9
5
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
教
育
会
議
で
採
択
さ
れ
、
日

教
組
で
も
「
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

報
告
」
で
提
言
し
た
「
社
会
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
オ
ラ

ン
ダ
で
の
展
開
だ
。
日
本
で

は
、
ほ
と
ん
ど
実
ら
な
か
っ
た

提
言
が
20
年
を
経
て
型
を
創
り

出
し
て
い
る
。「
①
世
界
は
お

互
い
に
相
互
に
依
存
し
合
っ
て

い
る
。
②
違
い
を
認
め
合
い
自

分
は
全
体
の
た
め
に
何
を
し
て

い
く
の
か
。
③
未
来
に
向
け
て

子
ど
も
た
ち
を
ど
う
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
す
る
の
か
」
と
命
題
を

建
て
、「
読
み
、
書
き
、
算
盤
」

（
3
R
）＋「
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
、

協
働
、創
造
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、批
判
的
思
考
」（
5
R
）

と
彼
女
は
提
言
し
て
い
る
。

し
か
し
、
教
育
は
外
的
（
政

治
的
）
要
因
が
重
要
と
、
ワ
ー

ク
シ
ア
リ
ン
グ
の
徹
底
し
て
い

る
オ
ラ
ン
ダ
の
例
を
あ
げ
た
が

途
端
に
会
場
が
冷
え
た
。
新
自

由
主
義
で
は
賃
金
を
原
価
（
コ

ス
ト
）
と
し
て
、
商
品
の
値
下

げ
や
利
益
の
確
保
の
為
に
、
労

働
者
の
リ
ス
ト
ラ
や
賃
下
げ
を

行
う
が
、
講
師
は
「
オ
ラ
ン
ダ

の
労
働
者
は
、
賃
金
が
上
が
る

と
物
価
が
高
く
な
る
の
で
6
％

あ
げ
る
と
い
う
の
に
4
％
で
良

い
と
し
た
」
と
肯
定
的
に
説
明

し
た
。
罠
に
は
ま
っ
た
の
か
。

集
会
の
基
調
報
告
は
、
新
自

由
主
義
を
強
く
批
判
し
た
が
、

参
加
者
は
こ
の
基
調
講
演
を
ど

う
受
け
止
め
た
の
か
今
後
の
感

想
を
み
た
い
気
が
す
る
。

 

全
体
会
終
了
後
、
参
加
者

は
学
校
の
困
難
な
課
題
と
職
場

の
大
き
な
期
待
を
背
負
っ
て
分

科
会
会
場
に
向
か
っ
て
行
っ

た
。
い
ま
、
政
府
の
教
育
再
生

実
行
会
議
は
、道
徳
の
教
科
化
、

国
策
に
沿
っ
た
検
定
強
化
、
教

育
委
員
会
の
廃
止
な
ど
中
央
集

権
的
な
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。

天
候
は
、2
日
目
以
降
崩
れ
た
。

も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
新
自

由
主
義
経
済
の
下
で
は
、
労
働

者
の
賃
金
は
「
コ
ス
ト
・
原
価
」

に
入
れ
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら

「
モ
ノ
」
の
値
段
を
下
げ
る
た

め
に
、
労
働
者
の
賃
下
げ
、
リ

ス
ト
ラ
な
ど
が
平
易
に
行
わ
れ

ま
す
。「
世
界
一
企
業
が
仕
事

し
易
い
日
本
」
を
目
指
す
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
は
、
企
業
の
内

家
が
買
い
に
来
な
い
場
合
や
投

げ
売
り
に
出
た
場
合
、
大
幅
な

公
債
の
利
上
げ
（
値
下
げ
）
と

な
り
、
国
家
財
政
の
圧
迫
、
強

い
て
は
経
済
危
機
に
ま
で
発
展

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

     

（
文
責　

西
澤　

清
）

全
国
教
研
の
要
綱

日
教
組
全
国
教
研
集
会
・
滋
賀
に
参
加
し
て

― 

子
ど
も
に
批
判
す
る
力
を
、
自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と 

―

日
本
退
職
教
職
員
協
議
会
　
会
長
　
西
澤
　
清
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（4）

　

◆ 

編
集
後
記 

◆

10
月
12
日
（
土
）、
都
高
教
退
職
者
会

主
催
の
憲
法
学
習
会
で
、
伊
藤
真
氏
の
講

演
を
聞
い
た
。
氏
は
「
一
人
一
票
実
現
運

動
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
精
力
的
に

活
動
す
る
弁
護
士
で
、
一
票
の
格
差
是
正

を
目
指
す
裁
判
の
原
告
団
の
一
員
で
あ
る
。

彼
を
含
む
3
人
の
弁
護
士
が
核
と
な
っ
て

の
高
裁
へ
の
訴
え
で
、参
議
院
選
挙
は「
違

憲
違
法
」
で
あ
る
と
の
相
次
ぐ
判
決
を
得

る
に
至
っ
て
は
い
た
が
、「
違
憲
か
つ
無

効
」
と
の
判
決
は
出
さ
れ
て
い
な
い
状
態

が
続
い
て
い
た
。
講
演
会
で
「
違
憲
で
は

あ
る
が
無
効
で
は
な
い
と
い
う
判
決
が
ほ

と
ん
ど
で
、
そ
の
判
決
自
体
が
違
憲
」
と

論
断
し
た
、
彼
の
厳
し
い
表
情
が
印
象
に

残
る
。

し
か
し
、「
一
票
の
格
差
」
が
最
大

4
・
77
倍
だ
っ
た
昨
年
7
月
の
参
院
選
を

め
ぐ
る
判
決
で
、
11
月
28
日
、
広
島
高
裁

は
定
数
配
分
規
定
を
違
憲
と
判
断
し
、
岡

山
県
選
挙
区
の
選
挙
を
無
効
と
す
る
判
決

を
下
し
た
。
こ
れ
は
全
国
14
の
高
裁
に
提

起
さ
れ
た
一
連
の
訴
訟
で
、
初
め
て
の
、

画
期
的
な
判
断
だ
っ
た
。
判
決
後
の
記
者

会
見
の
一
員
と
し
て
登
場
し
て
い
た
伊
藤

氏
は
ニ
コ
ヤ
カ
な
顔
を
見
せ
て
い
た
。

特
定
秘
密
保
護
法
・
靖
国
参
拝
と
安
倍

内
閣
の
暴
走
が
加
速
化
す
る
一
方
、
秘
密

保
護
法
を
廃
案
へ
追
い
込
も
う
と
す
る
動

き
も
日
増
し
に
強
く
な
っ
て
い
る
。
日
本

の
政
治
情
勢
を
“
暗
か
ら
明
”
へ
と
一
大

転
換
さ
せ
る
闘
い
で
の
、
私
た
ち
の
役
割

は
大
き
い
。

��������������������������������������������������

郡
山
・
い
わ
き
・
福
島
の
3
会
場
で

同
時
に
開
催
さ
れ
た
が
、
私
は
メ
ー
ン

会
場
の
郡
山
「
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
」
に

参
加
し
た
。
駅
に
着
い
た
と
き
は
、
九

州
で
は
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
横
殴
り

の
白
い
風
が
吹
き
、
東
北
の
地
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
た
。「
あ
の
日
」
も
雪

が
降
り
寒
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

避
難
し
た
人
々
の
肌
身
に

刺
さ
る
寒
さ
は
、
い
か
ば

か
り
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ

う
か
。
3
、0
0
0
人
収

容
の
会
場
は
、
県
外
か
ら

の
参
加
者
で
あ
ふ
れ
、
通

路
に
も
座
る
ぐ
ら
い
で

あ
っ
た
。

集
会
は
大
江
健
三
郎
さ

ん
の
連
帯
挨
拶
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
の
5
名
の

現
地
の
人
た
ち
の
発
言
は
、

原
発
事
故
の
も
た
ら
し
た

も
の
、
東
電
・
政
府
の
対

応
の
ひ
ど
さ
、
原
発
事
故

は
続
い
て
い
る
こ
と
を
告

発
す
る
も
の
だ
っ
た
。
最

後
の
平
和
大
使
の
高
校
生

の
発
言
は
、
放
射
能
禍
を

次
の
子
ど
も
た
ち
へ
残
し
た
大
人
た
ち

へ
の
鋭
い
突
き
付
け
で
あ
り
、
私
た
ち

は
そ
れ
に
こ
た
え
る
責
任
が
あ
る
。

翌
日
は
、「
フ
ク
シ
マ
被
災
地
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
に
参
加
し
た
が
、
車
中

で
も
線
量
は
高
く
、
家
屋
の
脇
に
ま
で

も
、
除
染
土
や
枯
葉
を
入
れ
た
黒
や
青

の
袋
が
野
ざ
ら
し
の
ま
ま
高
く
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
た
。
南
相
馬
市
の
萱
浜
地

区
の
津
波
被
害
も
見
た
が
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
頑
丈
な
防
潮
堤
に
立
っ
て
、

そ
の
左
側
か
ら
ず
っ
と
無
残
に
削
り
と

ら
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
て
、
津
波
の

威
力
に
戦
慄
し
た
。

8
日
の
夜
は
、
福
島
県
退
教
の
方
々

と
交
流
し
、
仮
設
住
宅
に
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
の
話
も
聞
く
こ
と

が
出
来
た
。
福
島
県
教
組
で
は
、
持
参

し
た
福
岡
市
退
教
の
寄
せ
書
き
を
お
渡

し
し
た
。
現
地
の
み
な
さ
ん
と
多
く
触

れ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
。

安
倍
政
権
は
、
原
発
推
進
を
明
言
し
、

再
稼
働
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
九
州

電
力
が
、
最
有
力
候
補
と
さ
れ
て
い
る

が
、
再
稼
働
を
絶
対
に
許
し
て
は
な
ら

な
い
と
、
参
加
し
て
よ
り
強
く
思
っ
た
。

こ
れ
か
ら
、
報
告
会
等
で
、
多
く
の
人

た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
。

福岡県・高退教のみなさん

福
岡
県
退
教
　
福
岡
支
部
　
井
形
　
敏
子

「
原
発
の
な
い
福
島
を
！

県
民
集
会
」
に
参
加
し
て


